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AFFILIATED   WITH   THE   INTERNATIONAL    ASSOCIATION   OF   Y’S   MEN’S   CLUBS

“TO    ACKNOWLEDGE    THE    DUTY    THAT   ACCOMPANIES    EVERY    RIGHT”

○第 1　　第 2　　◎第 1・第 2　M メーキャップ

　　主　　題（2011 ／ 2012）

国 際 会 長　　「とにかくやろうー成せば成る」　　　　　　　　　　　　　　

ア ジ ア 会 長　　「とにかくやろうー成せば成る」　

西 日 本 区 理 事　　「ワイズの原点 、愛と奉仕で社会に貢献」

中 部 部 長　　「先ず一歩 —楽しもう、学ぼう、働こう、そしてつなげよう—」

名古屋クラブ会長　　「もういっちょう皆でがんばって　楽しく充実した例会を」

2011 〜 2012　12　月　号　　(No778)

在 籍	 27 名
第 1 例 会	 16 名
　　メネット	 5 名
第 2 例 会	 11 名
　　メネット	 0 名
ゲスト・ビジター	  8 名
メーキャップ	 　1名
出 席 率	 80.8%
メ ネ ッ ト 会	 10 名
ゲスト・ビジター	 0 名

11 月クラブ出席 B　　　F

切手	 380pt

現金	 8000pt

小計	 8260pt

切手 	 730pt

現金	 15000pt

累計	 15730pt

11
　
月

累
計(

７
〜
11
月)

青　木	 　

飯　田	 ◦

伊左治	 ○

岩　田	 ○

尾　関	 ○ 

小　尾	 ◦

加藤明	 ○

加藤晃	 　 

川　口	 ◎

川　本	 ○

木　本	 ○

久保田	 ◦

五　島	 ◎

小　谷	 ○	

塩　田	 ◦

鈴　木	 功

千　賀	 ◎

相　馬	 M

谷　川	  

寺　田　 

中　野	 ◎

成　瀬	 ◎

西　村	 ◎

平　野	 ○

深　谷	 ○

水　谷	 　

渡　辺	 ◎

11　月　　個　人　出　席 第一例会（11/9）
　　　　メネット：伊左治　尾関　加藤（朱）　五島　西村
　　　　ゲ ス ト：長谷川（東海）　大島（プラザ）　松岡
　　　　　　　　　郷戸　伊藤（四日市）

チャリティーラン（11/5）
　　　　　　　　　�小尾　加藤（明）　川本　木本　五島　　

小谷　千賀　谷川　中野　成瀬　西村　　
平野　深谷　渡辺

　　　　メネット：加藤（朱）　加藤（邦）　五島　西村

メネット会（11/19）
　　　　　　　　　�飯田　伊左治　小尾　尾関　加藤（朱）　

加藤（邦）　木本　長井　西村　深谷

第　2　例　会

12 月３ワイズ合同特別例会プログラム

と　き:2011 年 12月 20日㈫ 7:00p.m. 〜 8:30p.m.
ところ: 名古屋 YMCA
プログラム：1月例会について、クラブ役員選考他

　　イエス・キリストの降誕を祝うクリスマスの季節がやって来

る。12 月 10 日（土曜日）に、アイリス愛知で開催される名古

屋ワイズと南山・プラザワイズとの合同例会は大勢で楽しい、明

るい会になるだろうと想像する。遠く離れた新潟からは参加する

ことも不可能だが想像するだけで楽しくなる。この 12月のブリ

テンの巻頭言を書くように依頼されたが今の私には脳梗塞の後遺

症による右手機能の劣化と体力の減退により手が痛く、震えて字

を書くことが誠に困難であることと、もの忘れが激しくてとても

で無い、巻頭言などの内容も力も無いのでお許しを頂いて私の現

況を書かせてもらう。名古屋を離れ新潟に移って早くも 4年半、

神様の大能の摂理によって生命を与えられて今日に及んで 92歳

と 6ヶ月になった。今は天気が良ければ、電動車椅子セニアカ

ーで、天気の悪い日はタクシーに頼って内科や整形外科、それに

眼科や市民病院へ通い、火・木曜日はデイサービスセンターに通

い、「廃用性筋力の低下の予防をして」安全な生活動作の保持に

つとめ、一人でと安定して歩行出き、老齢孤立せぬよう、仲間づ

くりに努力している。

　こんな私にとって毎月送ってもらう名古屋ワイズのブリテンは

残り少ない人生のパスポートに等しい。

　毎月の例会予告。行事の内容。そして実行報告、そして毎月の

例会の聖句を定めてその聖句の解説を書いて下さる西村清先生、

また、毎月の「ワイズメンの賢い話しを永年書き続けて下さる寺

12 月・新潟からの近況
鈴　木　武　二

会　　長　渡辺真悟
副 会 長　五島八郎　

書 　 記　平野実郎　　千賀　将
会　　計　川口　恵　　塩田　保

ブリテン　久保田　平野　伊左治　深谷

と　き：2011年12月10日㈬　5:30p.m.〜8:00p.m.

ところ：アイリス愛知

第一部　礼拝

	 	 司　会	 成瀬　晃三君

	 	 奏　楽	 木本洋子さん

	 	 奨　励	 西村　　清君

	 	 祝　祷	

第二部　祝会

　	 	 司　会	 飯田　和也君

　　ゲストビジター紹介

　　アトラクション　コーラス「ビガラムジカ」	 	

　　食　事	 	 食前感謝	 寺田　仁計君

	 	 乾　杯	 尾関　　明君

　　プレゼント交換・ビンゴ	 加藤　明宏君

	



(2)

クリスマス特別例会アトラクション紹介　　5：30pm 受付開始　　6：00 開会

　ワイズクリスマス祝会出演のコーラス「ビガラムジカ」の紹介です。

　「ビバラムジカ」は 1998 年から活動、グループホームの慰問、会社のビアパー

ティ、結婚式など多くのイベントにボランティアとして活動、メンバーも結婚や出

産で現在 5名、多くの合唱団が参加する発表会で「ビバラムジカ」が出演時は会

場はいつも満杯になる多くのファンを持っている。

久
屋
通

大
津
通

本
町
通

伏
見
通

外堀通

桜通

桜通
本町

愛知県庁
名古屋
教会

アイリス
愛知

と　き：2011 年 11月 9日（水）18：30～ 20：30

ところ：名古屋YMCA

　今月の例会は、渡辺真悟会長の提案により、EMC強調の

プラス・ワン例会として準備され、堀川 1000 人調査隊事務

局長　服部宏氏をゲスト・スピーカーにお願いし「堀川」に

ついて時宣を得た有益な講演を伺うことが出来た。

　出席者は、クラブのメン・メネット 20名のほか、他のク

ラブより 5名（東海、プラザ、四日市）、ビジター 3名（少

年部OB他）。プラスワン例会らしく和やかで活発な例会と

なった。

　スピーカーの服部氏は、渡辺会長の旭丘高校時代の同級生。

堀川を愛する市民運動「堀川 1000 人調査隊」事務局長の要

職にある実践的活動家。印刷された資料と画像を用いて興味

深く堀川の現状と堀川再生の働きについて私たちの蒙を啓い

てただくことになった。

　400 年前の名古屋城築城時以来の堀川の歩み、特に昭和

初期より現代にかけての汚染の状況、更には堀川再生の動き

について、我々は、程度の差はあっても、多少は承知してい

る心積もりあったが、お話を聞くに及んで、肝心なことは殆

ど何程も理解していない自分を恥じる想いであった。

　同時に、この堀川再生のために官民協働のプロジェクトが

昭和 60年以降地道に年を追って展開されていることを学び、

心強く覚えることが出来た。特にこの計画が、官と民のステ

ップ型協働として、全国的に強い関心が寄せられていること

が印象的であった。

　今回の学びの中で、我々の日常生活の中にも、その気にな

ればこのプロジェクトに協力が可能であり、組織のよびかけ

に応募することも容易であることも紹介された。地域を守り、

地域を帰る参加型の市民運動について共鳴することしきりで

あった。

　また、このプロジェクトの運動拡大の方策についても学べ

ることが多く、我々の EMC意識とも考え併せて参考に値す

る質疑がなされるほどであった。（木本精之助）

田仁計牧師のご奉仕には感謝のほか無い。このブリテンを作

る努力をしてくれる久保田さん伊左治さんはじめ委員の皆さ

んには、どれだけ心を癒され、慰められているかしれない。

そして会員の皆さんはご存知ないことだが、4年半の間、毎

月休むこと無く、例会で配られる東海・南山・プラザのほか

紀の川クラブや熱海グローリクラブのブリテンや YMCAや

Y's の文書や東山荘や他のYの状況などまで知らせ続けてく

れる大阪時代からの盟友小谷治郎君がいることも書かせて頂

く。

と　き　2011 年 11月 15日（水）19:00 〜

ところ　名古屋YMCA

1．2011-12 年プログラム

　12月 10日（土）　クリスマス例会

　　�※年明け以降のプログラム（これまでの議論）

　1月 11日　�メンバー 2分間スピーチを行う。今年の抱負

等（時間過不足秒×10円→ファンドへ入金）

　2月   8 日　�佐藤夕子氏（衆議院議員）による卓話。

　3月 11日　�オークション

　4月 11日　メネットナイト

　5月  9 日　�野外プログラム：色々なプランを議論。

　6月 13日　�委員会：今年度を振り返り、次年度活動を考

える。

■■■  第 1 例 会 レ ポ ー ト ■■■

■■■  第 2 例 会 レ ポ ー ト ■■■
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2.EMC活動について

　11月、12月、1月 or3 月を EMC例会にしたい。

3. 来年度の体制

　�①�来年度（2012-2013 の理事輩出クラブとしての体制を

どうするか要検討）。

　② �12 月の第二例会で 2012-13 年度のクラブ役員を審議

する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千賀）

『ワイズメンの賢い話』(No188）

『サンタクロース』

　１２月になるといろいろなところにクリスマス・ツリ

ーが飾られて町の中は明るくなります。今年は原発の問

題があり、節電に努めているようですが、明るさは、あ

まり変わらないようです。私は、１２月のクリスマスの

時期になると、今から３０年以上前に、スイスで寒くて

真っ暗な夜中に、町の中でサンタ・クロースに出会った

ことを思い出します。気温がマイナス１０度以下でした

が、かなりの人たちがサンタ・クロースの来るのを待っ

ていました。そこに、馬車と司教の地味な服装を着た人

たちが歩いて来ました。その人たちは、小さな袋に入っ

ている手焼きのクッキーを人々に渡していました。私は、

はじめて体験した厳しい低温の中で震えながら感動しま

した。サンタ・クロースは、４世紀の中ごろに、小アジ

ア（現在のトルコ）の聖ニコラスという司教が、食べる

のに苦労していた人たちに食べ物を配ったのが始まりだ

そうです。その習慣がアメリカに渡って、現在のような

楽しい明るいサンタ・クロースになったようです。しか

し、地味で質素なサンタ・クロースの働きがスイスで行

われていたということは、聖ニコラスが行った貧しい人

たちに食べ物を与えるという原点を忘れないようにする

ためであったと思います。　　　　　　　（寺田仁計）

　「その地方で羊飼いたちが野宿をしながら、夜通し羊の群れの番をし
ていた。すると、主の天使が近づき、主の栄光が周りを照らしたので、
彼らは非常に恐れた。天使は言った。「恐れるな。わたしは、民全体に
与えられる大きな喜びを告げる。今日ダビデの町で、あなたがたのた
めに救い主がお生まれになった。この方こそ主メシアである。あなた
がたは、布にくるまって飼い葉桶の中に寝ている乳飲み子を見つける
であろう。これがあなたがたへのしるしである。」

ルカによる福音書 2：8～ 12

西　村　　清

　クリスマスが近づいてきますと、街にはイルミネーション

の色鮮やかな飾りつけがなされ、街中が華やかな雰囲気をか

もしだし、また、わたしたちの心も晴れやかな思いにされま

す。また、クリスマスという言葉には特別な響きがあるよう

に思うのです。この時だけは、誰もが平和を思い、心優しく

出来るような不思議な力をこの言葉から感じとれるのです。

　しかし聖書を読む限り、クリスマスは夜、夜の暗さと結び

ついています。今月の聖句でも、クリスマスの喜びを告げら

れるのも、夜の闇の中です。聖書の語る夜は単なる夜という

ことではなく、真夜中にふと目が覚めて、不安を覚える、あ

るいは目の前が真っ暗になって、どうしていいかわからない

ような、そういう自分の存在の不確かさ、不安定な人生とも

いうべき、不条理に目覚める、そういう夜なのです。

　そう考えて、クリスマスに登場してくる人々を見ると、そ

こには夜を背負った人々がいることに気がつきます。聖霊に

よるとはいえ、結婚前に子どもを宿すマリア、身に覚えがな

いのに婚約者が身ごもるというヨセフ、これはもう、まこと

に過酷な運命としか考えられない夜。しかしかれらは聖霊の

はたらきによって、そのことを神の摂理として受け止めるの

です。

　また、羊飼いも社会の底辺で生き、差別されながら、昼も

夜も仕事に追い立てられ、精神的にも、肉体的にも圧迫され

た生活。それはもう人生の夜を背負っているというべきもの

でした。

　しかし不思議なことに、クリスマスの光、喜びは、このよ

うな人々にまずもたらされ、告げ知らされたのです。そこに

は私たちには、はかり知れない神の愛があるように思うので

す。

　今年のクリスマスは私にとって、どんなクリスマスでしょ

うか。

　会費は月額7,000円、年額84,000円です。（功
労会員と特別メネット会員は年額36,000円です）
　会費の納入は右記口座へ振込にてお願いします。
　できるだけ6ヶ月分42,000円を 7月と1月に
納入してくださるよう、お願いします。（3ヶ月分

ずつ納入される方は7月 10月、1月、4月に納
入して下さい）

ゆうちょ銀行　記号 12120　番号 82306781
　　　　　なまえ　ナゴヤワイズメンズクラブ

会計より
会費納入
のお願い
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と　き　2011 年 12月 10日（土）10時 00分

ところ　愛実の会

愛実の会クリスマスの食事作りとささやかな、クリスマスの

お祝いのパーティをもちたいと思っています。

多数のメネットさんお集まり下さい。

12月メネット会ごあんない

話に花が咲き、私達メネットたちも長い歴史の中で、楽し

い語らいの場があって、心から笑いあうことができてほん

とうによかったと思います。おかげで長寿と言う領域に入

るかなと、もう 75歳が平均になりつつあるなかで、最年

少と思っていた長井メネットにも妹ができたと喜ぶ、加藤

メネットには、いろいろと身軽に動いて下さり、ババメン

バーも大変感謝しています。

　こんな作業も頭の活性化、手先の器用さには大変いいこ

ととはりきっています。

　昼食をとり、愛実のクリスマスの食事作りについて話し

合いました。ケーキは深谷メネットの教会で造られるロー

ルケーキ 4本をデザートにお頼みしました。

　ほかは昨年評判の良かった煮込みハンバーグを前日伊左

治家で他メネットで下ごしらえして、当日、集合を 10時

ということに決めました。11時からメンの協力を得て讃

美歌等少し祝会のようなことをメンバーと楽しんだ後、食

事ということになりました。多くのメネットさんの参加を

お待ちしています。その後雨の中散会となりました。

メネット 11 月例会報告

と　き：2011 年 11月 19日（土）11：30～ 14：00

ところ：名古屋YMCA

　11月 19日（土）10時からはげしい雨の中 9名のメ

ネットが集まって下さいました。今日は、先月に引き続

き愛実の会のメンバーへのプレゼントにとオーナメント

作りに励みました。しかし、お口の方はいつものように

切手 (11 月分 )
五島　八郎君	 200pt
渡辺　真悟君	 180pt

　　計	 380pt

現金 (11 月分 )
尾関　　明君	 2000pt
川本　龍資君	 2000pt
小谷　治郎君	 2000pt
成瀬　晃三君	 2000pt
　　計	 8000pt

メ　ン　　
12月	 3 日	 成瀬　晃三君
	 23 日	 五島　八郎君
	 29 日	 青木　栄一君


